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との間には、式3の関係があります。
　f＝1／（2πτ）	 …（式3）
　f：カットオフ周波数（Hz）、
　τ：時定数（s）
　実際に応答時間が30μsの一次遅
れフィルタのカットオフ周波数を計
算してみます。
　まず、式2を変形して、τ＝T／2.3
となり、Tに30μsを代入すると、
τ≒13μsと求まります。
　次に、式3に、τ＝13μsを代入す
ると、f≒12.2kHzとなります注2）。
　カットオフ周波数が高いほど高速
応答になります。

3．海外規格対応

　CEマーキング適合品でない変換

は じ め に

　エム・システム技研では、これま
でコンパクト変換器「みにまるシリー
ズ」を、お客様のご要望に応じて広く
ご提供して参りました。おかげさま
で、長期にわたりご好評をいただいて
います。
　今回、このみにまるシリーズに、高
精度でありながら、応答時間30μs
以下という超高速の直流入力変換器

（形式：M2VF3）を新機種として加
えました。本稿ではこのM2VF3に
ついてご紹介します。

1．機器仕様

　入力仕様は表1に示す入力信号レ
ンジに対応しています。従来製品に
はなかった「DC−20〜＋20mV」と
いう低mV入力仕様から300Vを超
える高電圧入力にまで対応していて、
シャント抵抗を用いた計測や高電圧
測定など様々な用途にご利用いただ
けます。

　基準精度注1）は±0.01％と高精度で
あり、温度係数も±0.005％／℃以内
であるため、変換器の信号変換誤差
は極めて小さくなっています。
　余計な高周波成分を取り除く目的
で、M2VF3の入力回路は、信号ライ
ンと直列に取り付けられている抵抗
と信号ラインとグランド間に並列に
取り付けられているコンデンサとで
構成されているため、M2VF3の変
換器全体としての応答特性は、一次
遅れフィルタに近い特性になってい
ます。
　エム・システム技研では、変換器
への入力信号を0％から100％へス
テップ状に変化させたとき、出力信
号が0％から90％に上昇するまでの
ステップ応答時間を、従来から「応答
時間」と表現しています（図2参照）。
M2VF3は、応答時間が30μs以下と、
極めて応答性がよい製品にしました。

2．カットオフ周波数

　コンデンサと抵抗による一次遅れ
フィルタに、入力信号として正弦波を
加えたときに、出力信号の振幅が−
3dB（1／√

_
2倍）に減衰する周波数を

カットオフ周波数（遮断周波数）とい
います。
　一次遅れフィルタの場合、コンデン
サの容量値（C）と抵抗値（R）の積を時
定数（τ）といいます。
　τ＝CR	 …（式1）
　応答時間（T）と時定数（τ）の間に
は、およそ式2の関係があります。
　T＝2.3τ	 …（式2）
　時定数（τ）とカットオフ周波数（f）
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図1　M2VF3の外観と寸法

 入力信号

DC－20 ～ ＋20 mV
DC－24 ～ ＋24 mV
DC－40 ～ ＋40 mV
DC－85 ～ ＋85 mV
DC－100 ～ ＋100 mV
DC－164 ～ ＋164 mV
DC－200 ～ ＋200 mV
DC－5 ～ ＋5 V
DC－10 ～ ＋10 V
DC－15 ～ ＋15 V
DC－20 ～ ＋20 V
DC－25 ～ ＋25 V
DC－55 ～ ＋55 V
DC－60 ～ ＋60 V
DC－300 ～ ＋300 V＊1
DC－350 ～ ＋350 V＊
DC－400 ～ ＋400 V＊1
DC－600 ～ ＋600 V＊1
DC－800 ～ ＋800 V＊1
その他の仕様はお問い合わせください。
＊1 付加コード（規格適合）は「／N」のみ
　  選択可能です。

 出力信号

DC－10～＋10 V
その他の仕様はお問い合わせください。
 供給電源

DC24V
 応答時間

30μs以下（0→90％）
 周波数特性

12kHz －3dB

表1　M2VF3の主な仕様
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器を、海外（とくにヨーロッパ）で使用
する設備に組み込んで現地で稼働さ
せると、当該地域の法令によって罰せ
られることがありますが、M2VF3
は電磁両立性指令（2004／108／EC）
に適合しているCEマーキング適合
品であるため、海外でも安心してご利
用いただけます。

4．その他の特長

　（1）消費電力は、標準負荷1MΩの
ときに、わずか0.4W、2kΩの最大負
荷時にも0.5Wと、極めて優れた省電
力設計をとっています。
　（2）絶縁は、入力−出力−電源の3
ポート間絶縁であり、AC2000V 1
分間の耐電圧性能があります。
　（3）多回転トリマによるゼロ調整と
スパン調整が可能です。

お わ り に

　 以 上、 簡 単 に で す が 新 製 品
M2VF3についてご紹介しました。
なお、本稿に記載した内容は、製品の
一部仕様だけを取り上げて説明して
います。そのため、具体的にご検討
いただく場合には、必ず機器仕様書
をご覧いただくようお願いします。
　エム・システム技研では、みにまる
シリーズに限らず、他の信号変換器
についてもお客様のご満足度向上を

目指し、今後も機能、性能の向上を図
るとともに、日々、機種拡充に努めて
参ります。
　ご意見やご要望などございました
ら、お気軽にエム・システム技研の
ホットラインまでお寄せください。■

注1）エム・システム技研では、「基準精度」を
次のように定義しています。「基準動作
条件において、エム・システム技研が

管理している信号発生器と測定器を使
用した場合に、理想出力と実際の出力
との差を出力スパンに対する％で表し
たもの」（『エムエスツデー』誌1994年2
月号「計装豆知識」参照）。

注2）M2VF3のカットオフ周波数は、正弦
波を入力して測定すると12.2kHzより
も高い値になっています。

＊みにまるは（株）エム・システム技研の登録
商標です。
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注）本器は超高速形であるため、原理的に入力信号に含まれるノイズだけを変換器内で減衰させることはできません。
 したがって、‘シールド付より対線’を使用するなど入力信号にノイズが混入しないように十分ご注意ください。

信号源信号源

入力信号が以下の5種類の
場合、信号源は8番－4番端
子になります。
　DC－300～＋300 V
　DC－350～＋350 V
　DC－400～＋400 V
　DC－600～＋600 V
　DC－800～＋800 V

図3　M2VF3のブロック図・端子接続図

E

E：入力電圧
V：出力電圧

R：抵抗
C：コンデンサ

SW1：スイッチ
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（a）一次遅れフィルタ回路
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図2　一次遅れフィルタの応答時間
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　井戸の水位計測を検討して
います。地面から水面までの
距離を0〜10ｍで指示計に表
示させます。深さ10mの井戸

に対して、現在用意している投げ込み式（圧力式）水位
計は0〜5ｍ／ DC4〜20mAのタイプです。水位計は
地面から5ｍの距離に設置して使用し、水面は地面から
5m以上の距離になることはありません（水面は井戸の
底から5m以下の距離になることはありません）。このよ
うな条件で井戸の深さを表示する方法はありませんか。

　出力バイアス形 比率変換器
（形式：M2REB）の採用をご
提案します。投げ込み式水位
計からの信号（DC4〜20mA）

をディストリビュータ（形式：M2DYS）を介して
M2REBに入力し、反転させて比率を掛けることで実現
できます。
　形　式：M2REB-R-AA-M2／N
　演算式：X0=K1×X1＋B＋F（負勾配特性）
　K1：比率（−0.1〜−4.0）　X1：入力（0〜100％）

　パスタ麺のミキシング工程
で、タンク内の原料を熱変化さ
せないように温水および冷水
供給用バルブを開閉し、タンク

側面を流れる水の温度を制御することで原料の温度調
整を行っています。今回、PLCを使用して自動的に温
度制御する方法を検討し、バルブの制御システムをCC-
Linkを使って組もうと考えています。これを実現できる
何かよい製品はありませんか。

　CC-L i nk用電子アクチュ
エータ、ロータリモーションタイ
プ ミニトップ（形式：MRP4C、
MRP5C、MRP6C）の採用

をご提案します。従来のアクチュエータに加え、通信機
能が付いているため、バルブの開度情報のほか、モータ
の異常情報、システム異常などのデータを通信を介し
てマスタ側に伝送できます。なお、使用する製品の形式
については開閉動作時間とトルクの大きさによってご
選択いただきます。ちなみに、ミニトップの通信の種類
としては、CC-Link用のほかにDeviceNet 用（形式：
MRP4D、MRP5D、MRP6D）もご用意しています。	
＊ミニトップは（株）エム・システム技研の登録商標です。	 【大澤】
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　B：バイアス（−100〜100％）　
　X0：出力（0〜100％）　F：100％　
今回の場合に当てはめると下記のようになります。
　X0＝－0.5×X1＋（－50％）＋100％
　　 ＝－0.5X1＋50％ 【井上】

　屋外に避雷器を設置するた
め防雨形 屋外ケーシング（形
式：BX-W1）に収納すること
を考えています。BX-W1の仕

様書を見ると取り付けパイプに取り付けて使用するよう
になっていますが、取り付けパイプが現場にありません。
壁に取り付けることはできますか。

　BX-W1は壁取り付けも可
能です。付属部品のUボルト
を使用せず、図3に示すように、
取付金具と六角ボルト、ワッ

シャを使って壁に取り付けられます。 【神田】

　電力監視システムのなか
で積算電力パルス入力用とし
て、分割式パルス検出器（形
式：CLSP）とリモートI ／ O 

R3シリーズの低速パルス積算入力カード（形式：
R3-PA4B）を組み合わせて使用したいと考えていま
す。R3-PA4Bの設定とCLSPとの結線はどのように
すればよいですか。

　R3-PA4Bの設定の入力仕
様はオープンコレクタになりま
す。この場合、入力端子は“3”
を使用し、ディップスイッチの

ゲイン設定は“2”とします。使用する入力信号のSW3
の設定を“ON”にします。CLSPとの結線は図4に示す
とおりです。 【赤川】
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SCADALINXproのトレンド画面の機能紹介

　 エ ム・ シ ス テ ム 技 研 の
SCADALINXpro（形式：SSPRO4）は、
SCADA／HMIシステムを構築するた
めの高機能なソフトウェアです。設備
用監視システムでは、時系列でデータ
を収集して、トレンドグラフを表示する
機能をよく使います。
　今回は、トレンド画面で使っていた
だける機能についてご紹介します。

トレンド画面の例
　トレンド画面の機能について図1に示
す画面を使ってご紹介します。
　SCADALINXproには、今回ご紹介
する機能を利用したサンプルプロジェク
トが付属しています。図1の画面は、製
品に付属のサンプルプロジェクトの画面
を説明用に少しだけ修正したものです。

トレンド画面の機能解説
　トレンド画面の機能について、図1中
の番号順に解説します。
　（1）トレンド表示を切り替えるトグル
ボタン（リアルタイム／ヒストリカル）
　トレンドグラフには2つの表示形式
があります。1つ目の形式は、過去のロ
グデータを静的に表示するヒストリカ
ルトレンドグラフです。2つ目の形式は、
最新の状況を自動的に表示更新するリ

アルタイムトレンドグラフです。ボタン
をクリックすると、2つの表示形式を切
り替えることができます。
　（2）グラフの線の設定ボタン（設定）
　グラフの線の設定を変えることができ
ます。変更可能な項目は、グラフの色、
表示対象のログデータ、線の表示位置、
最大値と最小値などがあります。また新
しいグラフを追加したり、不要になった
グラフを削除したりすることができます。
　（3）印刷ボタン（印刷）
　画面のハードコピーを印刷すること
ができます。グラフの表示部分につい
ては、インクを節約するために、白黒を
反転して印刷することもできます。
　（4）点表示チェックボックス（点表示）
　グラフ上の
データ位置を
示す点の表示
／非表示を切り
替えることがで
きます（図2）。
　（5）グループ選択リストボックス（Group）
　多数のトレンドグラフを表示する場合
は、グラフをグループに分けて管理する
ことができます。たとえば10種類のデー
タをグラフ表示する場合に、グループ1
はデータ1～データ5を登録して、グルー
プ2にデータ6～データ10を登録する
ことができます。グループ1を選択して
いるときはデータ1～データ5を表示し、
グループ2を選択したときはデータ6～

データ10を表示する
ように、グループ単位
で切り替えられます。
　（6）横スクロール
ボタン（＜＜｜＜｜＞｜＞＞
｜Now）
　ヒストリカルトレ
ンドグラフの表示中
にボタンをクリック
すると、画面単位で
横スクロールします。
Nowボタンをクリッ

クすると最新データを表示します。
　（7）グラフ表示開始日時の設定欄
　ヒストリカルトレンドグラフの表示中
に、グラフ表示を開始する日時を設定
できます。
　（8）グラフ表示期間の設定欄
　グラフ表示する横軸の、時間の幅を
設定します。
　（9）カーソル表示
　グラフにカーソルを表示できます。
カーソルの形状は赤い縦線で、カーソ
ルをマウスでドラッグすると動かすこと
ができます。カーソルは2本まで表示
可能です。カーソルを使用すると、次
のようなことが可能です。
　● グラフとカーソルが交わった点の値
を取得して、表示できます。
　● カーソルを2本表示した場合に、左
右のカーソル間の最大値と最小値など
を取得して表示できます。
 （10）グラフの情報表示欄
　グラフの情報を表形式で表示しま
す。表示するデータは、グラフの線の色
やタイトル、カーソル位置の値や、2つの
カーソル間の最大値と最小値などです。
 （11）矩形領域の拡大表示機能
　マウスでドラッグして矩形領域を指
定すると、指定した領域を拡大して表
示することができます。

＊　　　＊　　　＊

　SCADALINXproで作成する画面
は、自由度の高いカスタマイズが可能
です。製品添付のサンプルを使用する
ことによって、画面構築時間を短縮する
ことができます。お客様専用のトレン
ド画面をお作りになるときは、今回ご紹
介した機能を必要に応じて組み合わせ
て、画面を作成することができます。■

本稿についての照会先：
　（株）エム・システム技研
　カスタマセンター システム技術グループ
TEL：06-6659-8200

＊SCADALINXproは（株）エム・システム技研の登
録商標です。

【（株）エム・システム技研カスタマセンター
システム技術グループ】
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図1　トレンドグラフ画面の例

図2　点表示した場合の例
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